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嚢胞性奇形腫の 1~2	 %に認められ、40 歳以上














患者：	 69 歳	 女性	 閉経 56 歳	 












身長	 152	 cm,	 体重	 58.0	 kg,	 体温	 36.8	 ℃,	 








血液検査所見： 	 WBC	 9800	 /mm3,	 CRP	 2.98	 
mg/dl	 と軽度の炎症反応を認めた他は、基準値
範囲内であった。	 
腫瘍マーカーは、CA125:	 38.2	 U/mL,	 CA19-9:	 
22.5	 U/ml,	 SCC:	 5.8	 ng/dl であった。	 
	 
超音波検査所見：左卵巣は径 15	 cm、右卵巣は







る粗大な軟部腫瘤を形成し、悪性化が疑われた。	 	 	 
図 1：骨盤内に２個の嚢胞性腫瘤を認める。こ
れらの腫瘤は T1 強調像・T2 強調像で高信号を
呈し、脂肪抑制 T1 強調像で信号抑制を受ける。





CT 検査所見（図 2）：	 左卵巣腫瘍の造影効果
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図 3：左付属器腫瘍(11x11	 cm)の充実成分が	 	 	 
S状結腸(9 cm長)に癒着している。	 
	 






























図 4:	 a-d は HE 染色を示す。e は Alcian-blue
染色、f は PAS 染色を示す。腫瘍内に成熟嚢胞
性奇形腫、異型重層扁平上皮、扁平上皮癌を認
め、充実成分には胞体内に PAS 陽性および




癌 成 分 に お い て 、 CK34bE12(+),	 p63	 
(+),CK5/6(+)であり扁平上皮系への分化が示唆
さ れ た が ( 図 5) 、 CA125(partial+),	 CEA	 
(partial+),	 CD56(-),	 ER(-),	 PgR(-),	 
carletine(-),	 WT-1(-)にて漿液性腺癌や類内
膜腺癌などの表層上皮系腫瘍は否定的であり、









巣 粘 表 皮 癌 	 (high	 grade	 mucoepidermal	 
carcinoma	 arising	 in	 mature	 teratoma)	 IIb
期	 (pT2bN0M0)と診断した。	 
	 
術後経過：	 術後、補助化学療法として DC 療
法	 (ドセタキセル:	 60	 mg/m2	 +	 カルボプラチ





























下部消化管への浸潤を疑う 15	 cm 大の成熟嚢胞
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生については、1994 年に Iwaoki らが成熟嚢胞
性奇形腫から発生した腺扁平上皮癌の亜型とし
ての粘表皮型を初めて報告し 5)、その後、1995








































CK34bE12,	 CA125,	 ER/PgR が陽性となる。卵巣
移行上皮癌では WT-1 が陽性を示す。胚細胞性






CA125(partial+),	 CEA	 (partial+),	 CD56(-),	 
ER(-),	 PgR(-),	 carletine(-),	 WT-1(-)にて漿
液性腺癌や類内膜腺癌などの表層上皮系腫瘍は
否定的であり、また、Oct3/4(-),	 SALL4(-),	 





で、5 年生存率は 15％である 11)。一方、進行
期分類別でみると、５年生存率はそれぞれ、Ⅰ
期で 95	 %、Ⅱ期で 80	 %、Ⅲ期とⅣ期で 0	 %と
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Iwaoki らは Ia 期症例で 3 年以上の生存、
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